
 

 

 

海 上 保 安 庁 

令 和 6 年 6 月 1 1 日 

 

珠洲市北方沖においても海底で約 4メートルの隆起を確認 

 

海上保安庁では、令和 6年 5月 18 日(土)から 24 日(金)にかけて珠洲市北方沖にお

ける地形変化の有無を確認するため、測量船「天洋」による海底地形調査を実施しま

した。 

 

今回取得した水深データと平成 14 年（2002 年）に測量船「天洋」にて取得した水

深データを比較した結果、珠洲市北方沖約 1～4km の海底（水深 30m から 90m）が、約

14km にわたって最大約 4m 隆起していることが明らかになりました（図 1、図 2）。 

これは、珠洲市周辺でこれまで報告されている陸域・海域の隆起量を上回るもので

す。 

 

今回確認された隆起域の一部は既知の活断層の位置と概ね一致しており、この海底

地形の隆起は令和 6年能登半島地震で生じたものと考えられます。さらに、これまで

活動時期が明確になっていなかった断層についても、隆起が認められたことから、今

回の地震で動いたと考えられます（図 1）。 

 

なお、今回の調査結果については、能登半島沖における地震を伴う断層運動の全容

を明らかにするための重要な基礎資料として、大学等の研究機関に活用されることが

期待され、本日開催されている地震調査委員会に報告しています。 

 

海上保安庁では、令和 6年 5月 18 日(土)から 24 日(金)にかけて珠洲市北方沖の

海底地形調査を実施しました。今回取得した海底地形と過去の海底地形を比較した

結果、珠洲市北方沖の海底が最大約 4m 隆起していることが分かりました。 



 

図 1 2002 年と今回（2024 年 5 月）の海底地形の変化量  



図 2 2002 年と今回（2024 年）の海底地形の比較 



【参考１】 

地震調査委員会によると、能登半島西方沖から北方沖、北東沖にかけて複数の

活断層が存在し、令和 6年能登半島地震では、これらの活断層が動いた可能性が

高いと評価されています。 

国土地理院によると、令和 6年能登半島地震に伴い、珠洲市北部で最大約 2m の

隆起が観測されています。産業技術総合研究所によると、珠洲市北方沖では約 1～

3m の隆起が観測されています。 

※関連広報 

令和 6年 2月 8日広報 「能登半島沖の海底で約 3メートルの隆起を確認」 

 

【参考２】 測量船「天洋」による海底地形調査について 

海底地形調査は、測量船「天洋」に搭載しているマルチビーム測深機を使用し

て実施しました。マルチビーム測深機は、船底の送受波器から海底に向けて音波

を扇形に発射し、反射した音波を受信することで、面的に海底地形を調べること

ができます。 

 

 

 

 

測量船 天洋 

【船体要目】 

就役年月 昭和 61 年 11 月 

総トン数 430 トン 

全長   56.0 メートル 

幅     9.8 メートル 

 

能登半島沖を調査中の測量船「天洋」 

（2月 26 日 新潟航空基地撮影） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マルチビーム測深の概念図 


